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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
哲
學
の
日
並
と
そ
の
普
及
を
籔
る

　
こ
と
を
目
酌
と
す
る

一
、
右
の
員
朗
の
た
め
に
爽
の
窮
轟
茶
を
行
う

　
の
　
毎
月
一
同
研
究
會
を
鮒
く

　
口
　
毎
年
公
鯖
講
演
愈
を
開
く

　
日
　
毎
月
一
同
「
哲
學
研
究
し
を
愛
行
ず
る

一
、
本
愈
の
窮
業
を
途
行
ず
る
た
め
に
委
員
藩
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
雛
額
學
科
教
官
及
び
委
員
欝
に
お
い
て
推
薦

　
し
驚
者
に
委
蠣
す
る

一
、
本
會
は
倉
溺
〔
組
織
と
し
、
禽
員
に
は
賛
格
の
欄
限
を
設
け

　
な
い
、
墨
丁
絞
蔽
圃
欝
館
・
典
他
の
翻
磯
は
醐
問
翻
腿
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
も
で
逡
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｝
、
曾
員
は
曾
孫
と
し
て
年
八
圏
○
蹴
、
叉
は
雫
年
蝕
二
〇
蹴

を
離
婁
す
る

一
、
會
…
認
八
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禽
回
勲
泌
の
配
布
を
受
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》
、
倫
隅
誌
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糀
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告
す
る
蔚
膿
種
の

行
磁
に
出
席
す
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こ
と
が
で
き
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魯
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購
務
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京
都
大
學
交
墨
部
内
K
お
く

一
．
本
・
愈
一
規
約
の
滑
改
正
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明
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、
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論
究
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酬
か
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す
る
蹴
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明
が
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・
心
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地
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と
爵
鷲
は
な
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な
ら
な
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扱
、
我
汝
は
本
論
一
に
於
て
、
ト
マ
ス
の
形
面
上
學
の
根
本
的
性
格
を
、
啓
示
筆
墨
の
領
域
設
定
の
問
題
、
及
び
、
形
而
上
學
の
主
題

の
聞
題
の
こ
黙
か
ら
、
上
昇
的
と
規
定
し
た
。
而
し
て
、
そ
の
禺
獲
黙
と
な
る
、
我
λ
に
と
っ
て
よ
め
先
な
る
存
在
潜
た
る
、
合
成
蜜
盤

に
つ
い
て
考
察
を
進
め
、
最
後
に
存
在
と
本
質
の
獲
別
に
蓬
む
、
こ
の
置
別
か
ら
更
に
よ
り
高
次
の
實
盤
へ
と
導
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か
れ
る
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緒
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へ

ら
れ
る
こ
と
を
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、
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ら
れ
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蜜
膿
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れ
て
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又
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て

も
、
更
に
槍
討
を
要
す
る
問
題
も
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
一
つ
の
試
論
と
し
て
、
本
稿
の
期
す
る
所
は
略
，
示
さ
れ
得
距
と
思
ふ
。
（
完
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
難
雅
　
京
郡
大
箪
丈
墨
部
〔
哲
難
U
大
難
院
雛
生
）

前號矯次

鰹
．
贋
駈
の
克
服
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・

　
一
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
イ
ー
ヌ
ス
研
甕
小
序
ー

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
於
け
る
．

『
葬
飼
衣
』
と
『
無
出
の
問
題

ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
：
：
：
：
：
曜

形
梅
上
學
研
究

　
i
＾
管
戴
轡
〔
膿
の
存
姦
と
木
質
に
つ
い
て
一

長
澤
儒
瀞

田
中
加
夫

宮
旭
　
　
宏



會

三

一
、
本
楡
員
は
脅
“
員
組
淋
脳
と
し
命
艮
員
に
け
M
賛
絡
四
の
伽
制
限
を
設
け
宏

　
せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
椰
市
左
京
匿
甑
中
掘
浦
町
弘
丈

　
壁
内
両
訊
瓢
岬
折
口
學
槍
械
係
宛
に
瓢
偽
完
の
禽
駄
獅
似
（
年
八
㎜
幽
○
榔
渕
叉
几
ほ

　
牟
年
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〇
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い
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蓉
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五
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會
鳳
」

一
、
魯
費
切
れ
の
調
合
は
帯
封
に
「
前
金
瓠
」
の
印
を
捺
し
ま

　
す
か
ら
戴
ち
に
御
携
込
下
さ
い
、
一
嘩
分
（
叉
は
牛
年
分
）

會
費
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誌
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濟
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萌
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叉
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一、

�
瘉
ﾈ
外
の
購
譲
者
の
御
註
交
及
び
廣
告
に
醐
す
る
件
は

「
崩
弘
丈
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．
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へ
獅
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齢
込
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い

一
．
本
誌
の
獅
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女
は
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べ
て
代
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共
（
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部
、
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儂
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十
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磐
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